
東日本大震災の被災状況に対応した市街地復興パターン概略検討業務（その２９） 

ひたちなか市 調査総括表（1/2） 

調査番号 県名 市町村名 その（２９） 茨城県 ひたちなか市

１．被害の状況等 

(1) 被災前の人口（H22.10.1） (4) 浸水被害状況図 

 総人口 157,060 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢階級別人口 

項目 0-14 歳 15-64 歳 65 歳以上

人口 24,160 100,276 32,624

比率 15.38% 63.85% 20.77%

(2) 人的被害の状況（H23.12.31） 

死者 2 

行方不明者 0 

(3) 都市計画等の状況 

都市計画区域 全域都計 

市街化区域 有 

用途地域 有 

（5） 建物等被災の状況  ※割合は行政区域等の各区域に示す割合 

全壊区域 半壊区域 一部損壊区域 総面積 
区 域 流出棟数

(ha) 面積(ha) 割合(%) 面積(ha) 割合(%) 面積(ha) 割合(%) 

行政区域 9,907.00 - - 2.67 0.03% 8.59 0.09% 0

都市計画区域 9,907.00 - - 2.67 0.03% 8.59 0.09% 0

用途地域 4,134.00 - - 2.67 0.06% 8.19 0.20% 0

２．復興計画の策定状況 

（１） 復興計画等の策定状況 

 名称 策定年月日 委員会 ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ

復興計画 ひたちなか市復興計画 平成24年9月（予定） ○ ○ 

その他の方針・計画 ひたちなか市復興ビジョン 平成 24 年 2 月 － － 

（２）復興計画の策定方法等での特質（住民参加・大学との連携等・方向性の変更等） 

－ 
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３．復興計画の概要（市町村全体） 

（１） 整備の基本的 （２） 整備にあたっての基本的な方針 （３）復旧構想図（市町村全体対象） 

な考え方 

１ 都市構造の方針 【ハザードマップにおける津波浸水予想範囲と今次津波浸水実績範囲等による、避難方向の検討図】 
海岸堤防 ・市民の安全安心で、

安定した暮らしと安

全な避難経路を確保 

・検討中 

・災害に強い産業、生

活、交通基盤を構築

した、産業・地域の

活性化 

２ 津波への対応 

・茨城県において、浸

水想定区域の見直し

（Ｌ１、Ｌ２の設定

を含む）を検討中。 

・今次津波の浸水実績

を踏まえ、避難安全

対策について検討。 

整備方針  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川堤防 
整備方針 

・検討中 

2 線堤等 
の方針 
（含む緑地） 

― 

市街地整備 
の方針 

・市民の安全安心で安定した暮

らしを確保するための、生活

基盤整備促進、地域防災力向

上 

交通体系 
の方針 

・広域的な幹線道路と複数の避

難路を確保するための代替

となる道路整備促進、迅速か

つ円滑な避難体制の構築と

物流輸送経路強化 

避難体系 
の方針 

・津波被害対策としての高台や

市街地への避難経路の整備

促進 

・地域の安全な避難場所として

の機能強化 

・避難所となる公共施設等の耐

震化 

産業地域 
の復旧方針 

・農業、水産基盤を強化し、生

産基盤の再建と経営安定化

を図ることによる産業の活

性化 

地区別の方針の概要 

― 

地区名 復興の基本的な考え方 

― ― 

那珂湊地区 

■円滑な避難を助けるため、 

 地域の避難所や当該地点の

海抜等を表示するサイン整

備について検討した。 

左：施設誘導サインイメージ 

右：広域案内板イメージ 

阿字ヶ浦・磯崎地区 平磯地区 常陸那珂港地区 
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